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１．研究計画の概要

（１）「日書」研究を通じて、戦国楚

において一地域文化として発生した「日

書」が、秦による楚の征服を通じて秦に

受け継がれ、さらにその秦を倒した前漢

にも受け継がれ、その占卜文化は漢の広

範な地域に広がってゆく過程を、中国文

明との関わりにおいて明らかにする。

（２）それと同時に、秦漢帝国の成立

は先秦諸国の地域文化を消滅させてい

ったにもかかわらず、それらの地域文化

を吸収してそれを全国的な文化として

再編・展開させていった側面との関わり

で、占卜文化の拡大の局面についても明

らかにする。

これを要するに、秦漢帝国と地域文化

の間の二重関係の中で、戦国楚・秦・漢

の占卜文化の局面を具体的に検証する。

２．研究の進捗状況

（１）「日書」は巫風豊かな戦国楚国の

地に発生し、秦がこの楚を征服すると、秦

は楚文化の一つとしての「日書」の占卜文

化を受け継いだ。その結果、秦楚の占卜文

化の交流による「日書」の第二段を迎え、

さらに秦漢統一帝国の成立によって「日書」

の占卜文化が全国的に拡大していったこ

とを、「日書」の出土分布状況やそれぞれ

の占辞の比較から検証することができた。

しかし前漢後期あたりから「日書」の統一

性が崩れ、占法単位に日者が分岐して行く

状況も推測することができた。

（２）秦の六国統一にともない、多くの

先秦の地域文化は秦の一連の統一政策の

下で消えていった。しかし秦の統一以前に

おける諸国固有の地域文化、とくに文字資

料から検証される地域文化の一端は、この

３０年来ようやく具体的に知られるよう

になっている。それが種々の秦簡であり、

あるいは楚簡である。とくに秦に征服され

る以前の楚の「日書」である九店楚簡と秦

の各種「日書」を比較し、さらに特徴ある

楚文化の一つの｢卜筮祭祷簡｣と比較する

ことにより、「日書」発生のプロセスの一

端を検証することができた。総じて、前漢

帝国における楚文化の影響はつとに指摘

されたことであるが、秦によって滅ぼされ

た先秦文化の中でも、とくに生き延びた楚

文化の一端を、「日書」から検証すること

ができた。
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（３）秦楚の文化交流の中で第二段階を

迎えた「日書」文化が、その後の「日書」

の基本的な枠組みを生み出したこと、また

それが漢代においてどのように継承され

ているかを、前漢初期（景帝期）の孔家坡

漢簡「日書」との比較において検証するこ

とができた。

「日書」の占卜文化の広がりは、ややも

すれば特殊に見られがちだった楚文化の

もつ一種の普遍性を証明することになり、

それが全中国に拡大するのは、秦漢帝国と

いう支配体制を媒介することで可能だっ

たことを検証することができた。

３．現在までの達成度
②「おおむね順調に進展している」

理由：以上の検討は戦国楚の「日書」、そ

れに先行する楚簡｢卜筮祭祷簡｣、および漢代

の「日書」や漢律を総合的に検討することで、

ほぼ全体の見通しをつけることができた。そ

の成果は平成 23 年度中に書籍として刊行す

る。

４．今後の研究の推進方策

古代中国の占卜習俗に関する新しい資料

として「質日」が挙げられる。これは当初「暦

書」とみられたが、余白にこれを所持した官

吏のメモがあり、日記でもある。この種の資

料とともに出土する占卜書との関連を今後

の研究として繋げて行きたい。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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① 工藤元男「長江文明と黄河文明―中国文

明と地域文化―」（並木賴壽・杉山文彦

編著『中国の歴史を知るための 60 章』所

収、査読無、pp.14-18、明石書店、2011
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②工藤元男「フィールド歴史学と中国古代
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pp.2-22、弘文堂、2010 年 6 月）
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